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神
郷
俳
句
教
室 

 
 

山
小
屋
の
屋
根
吹
飛
ば
す
春
嵐 

三
好 

寿
惠
子 

 

冬
の
灯
を
海
に
つ
ら
ね
て
フ
ェ
リ
ー
着
く 

村
上 

生
子 

 

母
の
手
を
引
き
て
梅
咲
く
庭
訪
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

安
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由
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ほ
の
か
な
る
塀
越
し
の
香
や
梅
二
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市
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由
紀
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日
脚 あ

し

伸
ぶ
新
居
の
大
島
熱 あ

つ

き
情 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岩
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俶
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桜
咲
く
窓
辺
に
座
る
太
き
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内
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八
重
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福
袋
中
身
気
に
し
て
覗
き
け
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小
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美
重
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春
日
和
お
点
前
少
女
指
白
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加
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ド
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小
川
往
く
水
き
ら
き
ら
と
春
の
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春
雷
や
静
か
に
廻
る
墨
磨
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佐
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廃
坑
の
栄
華
を
し
の
ぶ
冬
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永
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千
鶴
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診
療
所
女
医
は
終
日
マ
ス
ク
し
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神郷公民館 
 46-1181 

koukou@city． 
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神郷校区の人口 
人 口  10,038人 
（男）   4796人 
（女）   5242人 
世帯数   4522世帯 
平成28年12月末現在 

 
 

神
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公
民
館
だ
よ
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 川
東
中
学
校
２
年
生 

少
年
の
日
を
迎
え
る
決
意
作
文 

 

「
十
四
歳
と
し
て
の
自
覚
」 

 
 
 
 
 
 

野
村 

花
菜 

 
 

 

今
年
「
少
年
の
日
」
を
迎
え
た
私
た
ち
は
、
十
四
歳
と
い
う
自
覚
を
持
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
私
は
自
分
を
変
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
自
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
、
私
は
両
親
、
祖
父
母
に
頼

っ
て
ば
か
り
で
自
分
の
こ
と
も
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

あ
と
四
年
後
に
は
一
人
暮
ら
し
が
始
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
両
親
も
そ
ば
に

居
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
人
に
頼
ら
ず
、
自

分
で
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
す
。 

 

二
つ
目
は
、
積
極
的
に
な
る
こ
と
で
す
。
私
は
人
前
に
出
る
の
が
と
て
も
苦

手
で
す
。
授
業
中
の
発
表
も
間
違
い
を
恐
れ
て
し
な
い
こ
と
が
あ
り
、
心
の
中

で
は
「
発
表
し
て
い
れ
ば
・
・
」
と
後
悔
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
少
し
ず
つ
発
表
も
増
や
し
て
い
き
た
い
し
、
自
分
を
表
現
す
る
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
先
の
人
生
が
、
後
悔
の
な
い
素
敵
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
自
分

の
将
来
を
自
分
の
手
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

自
分
を
見
つ
め
直
す
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

村
上 

菜
々
美 

  

私
は
、
将
来
何
に
な
り
た
い
か
を
ま
だ
決
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

将
来
に
対
す
る
不
安
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
少
年
の
日
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
立
志
」
と
は
、
「
将
来
へ
の
夢
を
も
ち
、
志
を
立
て
る
こ
と
」
だ
と
知

り
、
最
近
、
進
路
に
つ
い
て
の
学
習
を
通
し
て
、
今
後
の
自
分
に
つ
い
て
も
考

え
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
「
就
職
す
る
と
き
に
失
敗
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
マ
イ
ナ
ス
に
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
で
は
自
分
の
可
能
性
を
つ
み
と
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
、

何
事
に
も
前
向
き
に
考
え
て
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

ま
た
、
私
は
自
分
の
こ
と
を
分
か
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
自
分

を
見
つ
め
直
し
、
良
い
と
こ
ろ
や
直
し
た
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
で

す
。 

 

少
年
の
日
を
機
会
に
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
「
立
志
・
自
覚
・
健
康
」
こ

の
三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
頭
に
お
い
て
生
活
し
て
い
き
ま
す
。 
 
 

夢
の
実
現
に
向
け
て 

 
  

 

秋
月 

大
翔 

 
 

十
四
歳
に
な
っ
た
今
、
僕
に
は
叶
え
た
い
夢
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
夢
と
は
、
野
球
の
名
門
校
に
進
学
し
、
甲
子
園
に
出
場
す

る
こ
と
で
す
。 

 

し
か
し
、
甲
子
園
出
場
は
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
名
門
校
に

行
く
こ
と
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
分
な
り
に

工
夫
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
野
球
と
同
じ
ぐ
ら
い
勉
強
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
成
績
も
上
が
る
よ
う
常
に
意
識
し
て
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
進
学
す
る
た
め
に
は
当
然
の
こ
と
で
す

し
、
将
来
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
も
頑
張
っ
て
い

ま
す
。 

 

そ
し
て
、
今
後
も
さ
ら
な
る
向
上
心
を
も
っ
て
、
日
々
勉
強

や
野
球
に
励
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
野
球
選
手
と
し
て
も
、
一
人

の
人
間
と
し
て
も
、
も
っ
と
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

  

こ
れ
か
ら
の
自
分 

 
 
 
 

田
中 

爽
大 

 
 
 
 

 

少
年
の
日
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
頑
張
り
た
い
こ
と
は
二
つ
あ

り
ま
す
。 
 

一
つ
目
は
、
勉
強
と
部
活
動
で
す
。
勉
強
で
は
、
も
う
す
ぐ

三
年
生
に
な
る
の
で
、
今
か
ら
し
っ
か
り
備
え
て
、
志
望
校
に

合
格
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
部
活
動
で
は
、
副
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
て
い
る
の
で
、
自
信
を
も
っ
て
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を

引
っ
張
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
六
月
に
は
市
総
体
。
県
総

体
出
場
を
目
標
に
努
力
し
ま
す
。 

 

二
つ
目
は
、
生
徒
会
活
動
で
す
。
生
徒
会
は
、
い
ろ
い
ろ
な

行
事
や
集
会
に
か
か
わ
り
、
数
多
く
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
役

員
と
し
て
す
る
こ
と
は
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
み
ん
な

と
助
け
合
い
な
が
ら
充
実
し
た
も
の
に
し
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
今
ま
で
育
て
て
き
て
く
れ
た
両
親
や
、
周
囲
の
人

達
に
、
恩
返
し
を
し
た
い
で
す
。 

 

「
少
年
式
」
と
い
う
呼
び
名
は
愛
媛
県
だ
け
で
す 

昭
和
39
年
、
日
本
児
童
文
芸
協
会
が
提
唱
し
た
「
14
歳
立
春

式
」
に
賛
同
し
た
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
戒
田
敬
之
氏

の
提
唱
に
よ
り
県
民
運
動
の
一
環
と
し
て
「
少
年
の
日
」
実
施

計
画
が
着
手
さ
れ
毎
年
「
立
春
の
日
」
を
「
少
年
の
日
」
と
定

め
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
少
年
の
日
と
は
、
14
歳
に
な
っ
た
少
年
少
女
を

大
人
の
階
段
を
登
り
始
め
た
大
切
な
時
期
と
考
え
、
自
立
・
立

志
・
健
康
を
三
本
の
柱
に
、
愛
媛
県
が
全
国
に
先
駆
け
て
始
め

た
行
事
で
す
。
昔
の
元
服
の
故
事
が
し
め
す
ご
と
く
、
厳
冬
に

咲
く
梅
の
花
の
よ
う
に
清
ら
か
で
美
し
い
「
14
歳
・
少
年
の

日
」
の
諸
行
事
は
愛
媛
県
に
お
い
て
は
、
「
成
人
の
日
」
に
も

比
す
べ
き
大
切
な
行
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

人 

権 

標 

語
（
神
郷
小
）  

 

あ
り
が
と
う 

笑
顔
を
つ
く
る 

お
ま
じ
な
い 

６
年 

谷
村 

来
藍 

 

気
づ
こ
う
よ 

相
手
の
気
持
ち 

寄
り
そ
う
心 

６
年 

小
野 

愛
花 

 

一
人
は
み
ん
な
を
大
切
に 

み
ん
な
は
一
人
を
大
切
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

６
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河
野 

一
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天正の陣と・岡崎城の落城 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３月（弥生）の行事予定 

  
   

 ３日（金） 19:00～  運審会       神郷公民館 
       13:30～  読み聞かせ反省会    〃 
 ４日（土） 19:30～  子供育成会        〃 
５日（日）  8:00～  手みやげ事業     神郷公民館 

 ６日（月） 19:00～  健全育成部会       〃 
 10:00～  子育てサロン       〃 

 ７日（火） 19:00～  老人会長会        〃 
       19:00～  社協理事会        〃 
       19:30～  補導定例会        〃 
１４日（火） 19:00～  民児協定例会       〃 
１６日 (木)       中学校卒業式       川東中学校 

  ２３日（木）       小学校卒業式     神郷小学校     
 ２４日（金）       小・中学校修了式   小・中学校 
  ２７日（月） 19:00～  学校開放説明会    神郷公民館 
         9:00～  老人クラブ総会        〃 
２８日（火） 19:30～  連合自治会長会          〃   
３１日（金）  18:00～  まちづくり総会懇親会    〃 
              
                                                

 郷連山の西の端、通称岡崎山に戦国時代に城があり、武将

藤田山城の守が君臨し郷村など近辺の７か村を領していま

した。岡崎城については、これまで幾度かこの紙上で紹介

してきたところです。藤田氏は、始祖太政大臣藤原鎌足公

より出で、孫・友季は藤田の姓を名乗り、後
ご

醍醐
だ い ご

天皇に仕

えた南朝の忠臣でした。友季が伊予の守に任ぜられ、郷山

に砦をつくったのは、１３３３年、今から約６８０年前の

鎌倉時代です。 

 この頃の、わが国は、鎌倉幕府が滅亡した後、１３３３

年に後醍醐天皇が天皇親政によって朝廷の政治を復権しよ

うとして「建武
け ん む

の新政」を進めましたが、武士層を中心と

する不満を招き、「建武の新政」はわずか２年余りで崩壊

します。足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

が京都に新たに光明
こうみょう

天皇を立てますが、

後醍醐天皇が吉野（奈良）に居を構えたので、二つの朝廷

が生まれ、両者は別々の年号を使いました。吉野に置かれ

た朝廷を南朝、京都の朝廷を北朝といい、この両者は全国

各地の武士に呼び掛けて全国で争いを続けました。この時

代を南北朝時代といい約６０年間も続きます。諸国の武士

は、動乱に乗じて所領の拡大をはかり、また一家の中で惣

領と庶子が対立するなど離合集散をくりかえしました。 

 この地方伊予においても、河野庶家の各氏は後醍醐天皇

にくみして南朝方に属し戦い、一方河野惣頭家は北朝方と

して足利尊氏に従って戦いました。１３３８年に足利尊氏

が幕府を開き、幕府の権威が定着する中で全国の支配を完

成し南北朝の合体となります。時は流れ、室町幕府が開か

れてから１００年を過ぎた八代将軍義政の頃、次第に幕府

の権威は衰え、時の大飢饉で民の生活が困窮し、幕府の財

政も逼迫するなかで、将軍の跡目争い、また管領家でも家

督争いがおこり、幕府の権力者の二派が戦いを始めます。

この戦いは、地方にも拡大して全国的な戦乱となり、１１

年の長期にわたり戦いが繰り広げられました。いわゆる

「応仁
おうにん

の乱」であります。 

 時代が移り安土桃山時代となり、全国統一を目指す豊臣

秀吉が四国全土を平定せんと意図し１１万の大軍を発しま

した。秀吉の命を受けた中国・毛利の軍勢が四国へ攻め入

りますが、この地方へは小早川隆景が三万の軍勢をもって

攻めて来ます。これを迎え打つのは金子城主金子元宅
もといえ

を旗

頭に、この地方連合の武将三千の軍勢であります。この地

方最初にして最後の大きな戦い、いわゆる「天正の陣（１

５８５）」でありますが、この戦いで岡崎城は落城し、城

主藤田山城守（八代）、嗣子・藤田大隅守（九代）は討ち

死にするのでした。 

公民館乳幼児セミナー閉講式 

防災総合避訓練 
  

平成２８年度の神郷公民館乳幼児講座（１２回開催  

１５３６人参加）の閉講式で防災総合訓練を行いました。

全園児さんが防災頭巾をかぶり地震と火災の避難訓練をし

た後保護への引き渡し訓練を行いました。それから親子で

消火訓練・煙体験・ＡＥＤ講習を行いました。園児さんは

地震発生の放送を聞くと「ダンゴムシのポーズ」をとり、

揺れが治まったら避難指示に従って素早く防空頭巾をかぶ

って避難していました。普段「自分の身は自分で守りまし

ょう」と練習している成果が十分発揮できました。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城下橋の近くか城址を望む   戦国時代の山城（砦）イメージ 

 

おめでとうございます！ 

祝 公民館活動功労者表彰 
２月２５日に開催されました第５７回新居浜市公民館研

究大会において、公民館活動功労者として新居浜市教育委

員会教育長より長年にわたる公民館活動の推進にご尽力し

ていただいたことの功績を称えられ表彰されました。おめ

でとうございました。 

  公民館活動功労者 

木下直子さん（公民館運営審議委員・神郷幼稚園園長） 

 

  学校開放運委員会の開催について 

    日時 平成29年3月27日 19:00～ 

    場所 神郷公民館  

※日頃、神郷小学校及び川東中学校のグラウンド、体育

館等を使用されている団体さん対象の年に一度の会で

す。代表者の方が出席できない場合は代理の方の出席

をお願いします。 

 

 

 

 

  
 


